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理水質の結果について比較したところ，性能基準として BOD20mg/L 以下の BOD 除去型浄化槽でも，処理水質































た．次に，底部ばっ気とゼオライト充填では，NH4-N 除去効果が認められるものの，底部ばっ気よりも TOC は
上昇し，窒素除去効果も顕著ではなく，ゼオライト充填の効果はほとんどないことが示唆された． 
以上の構造改善によって BOD20mg/L を性能基準にもつ BOD 除去型浄化槽の処理水質を窒素除去型
（T-N20mg/L）や高度処理型（BOD10mg/L，T-N10mg/L）の処理レベルにまで高度化できることが明らかになっ
た． 
第６章「総括および展望」では，本研究を通して得られた成果について総括し，今後の展望について述べた．
既設浄化槽において処理水質の安定しない施設やさらなる高度化を必要とする施設が多数存在する．本研究では
この問題を解決するための方法を浄化槽の構造が処理水質に及ぼす要因の解析から知見を得て開発したが，本研
究では検討できなかったリン除去に関するデータの蓄積を行い，さらなる高度化のための技術開発を今後行う必
要がある．本研究の成果である浄化槽の構造改善をはじめとして，さらなるオプションの開発を行い，既設浄化
槽の処理水質を安定化・高度化し，その性能を最大限に向上させることで，持続可能な社会を支えるインフラと
して浄化槽が将来にわたっても大きな役割を担うことが期待される． 
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